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物量への影響 【2021-2022年度の比較】

●物量 -------- 前年 +2,738ｔ
物量は、当社経由で北海道へ中継輸送した物量

●増減店所数 -------- 増98店所 減64店所
当社経由で輸送している店所の前年との物量で比較

改善により、影響があったと思われる店所の比較

・袋井支店+104ｔ・豊橋支店+96ｔ・浜松支店▲68ｔ

・四日市支店▲7ｔ・豊中支店+50ｔ・茨木支店+46ｔ

・奈良支店+108ｔ・松原支店+47ｔ・京都支店▲65ｔ

・岐阜東濃支店+38ｔ・加賀支店+151ｔ・金沢支店+33ｔ

◆浜松支店様は、1社が2021年11月よりお客様の取扱アイテムが減少したことにより▲70ｔとなっております

京都支店様は、輸送は継続しておりますが、2社の物量が前年1/3に▲57ｔ減少しております

西濃通運経由　北海道行き　物量前年比較　2022年度

2021年度 2022年度 差

中日本エリア 22,023,288 22,965,963 942,675

西日本エリア 25,603,483 26,245,637 642,154

合計 47,626,771 49,211,600 1,584,829

2021年度 2022年度 差

濃飛西濃 4,173,469 4,366,078 192,609

東海西濃 5,414,471 5,315,493 -98,978

三重西濃 1,069,410 1,181,516 112,106

日ノ丸西濃 736,125 832,315 96,190

四国西濃 4,995,440 5,525,492 530,052

九州西濃 6,692,338 7,013,995 321,657

合計 23,081,253 24,234,889 1,153,636

総合計 70,708,024 73,446,489 2,738,465
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